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花
ま
つ
り
愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
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金
沢
母
子
寮
に
て

―

平
成
元
年
四
月
二
十
二
日

平
成
元
年
度
事
業
計
画

四
月
十

一
日
　
芝

・
増
上
寺
　
開
山
上
人

五
五
〇
年
遠
忌
別
時
念
仏
会

四
月
十
五
日
　
芝

・
増
上
寺
　
開
山
上
人

五
五
〇
年
遠
忌
浄
青
法
要

四
月
二
十
二
日
　
花
祭
り
愛
の
プ

レ
ゼ
ン

ト
及
び
神
浄
青
定
期
総
会

五
月
九
日
　
第

一
回
理
事
会

六
月
六
～
七
日
　
神
浄
青
機
関
紙
発
行

第
十
七
回
関
プ

ロ
総
会

・
研
修
会

六
月
十
二
～
十
七
日
　
中
国
。北
京
・
西
安

神
浄
青
海
外
特
別
研
修
会

六
月
三
十
日
　
第
二
回
理
事
会

七
月
四
日
　
開
山
忌
前
清
掃
奉
仕

七
月
二
十
八
些

一十
日

夏
期
僧
堂
手
伝

い

七
月
下
旬
　
第
二
回
理
事
会

八
月
二
十
八
～
二
十
九
日
　
神
戸

・

第
十
九
回
全
浄
青
　
中
央
研
修
会

九
月
中
旬
　
第
四
回
理
事
会

十
月
四
日

第
七
回
神
浄
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
月
上
旬
　
十
夜
前
清
掃
奉
仕

十
月
十
四
日
　
十
夜
手
伝
い

。
街
頭
伝
道

十
月
十
六
～
十
七
日
　
千
葉

第
七
回
関
プ

ロ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十

一
月
二
十
五
日
　
第
二
回
帰
敬
会

十

一
月
～
十
二
月
　
第
十
五
回
全
浄
代
研

十
二
月
上
旬
　
第
五
回
理
事
会

一
月
二
十
五
日
　
別
時
念
仏
会

二
月
上
旬
　
他
宗
見
学
研
修
会

二
月
上
旬

　

一
泊
理
事
会

二
月
上
旬
　
第
七
回
理
事
会
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◆
港
南
組
だ
よ
り

あ
る
。

会
員
近
況

新
入
会
員

加
行
成
満

無
量
寺
　
進
藤
法
雄

円
乗
院
　
村
山
英
人

無
量
寺
　
進
藤
法
雄

六
十
三
年
度
、
港
南
浄
青
で
は
中
心
的

事
業
と
し
て
の
布
教

。
法
式
研
修
会
、
恒

例
の
歳
末
助
け
合

い
募
金
の
実
施
に
加
え
、

新
た
に
法
式
研
修
の

一
環
と
し
て
、

「引

声
」
研
修
会
を
、
光
明
寺
法
務
部
長

・
三

浦
組
不
断
寺
御
住
職
、
山
崎
排
阿
先
生
を

講
師
に
お
招
き
し
、
鎌
倉
組
と
の
合
同
事

業
と
し
て
開
催
し
た
。

さ
ら
に
新
企
画
と
し
て
税
務
講
習
会
を
、

税
理
士

。
東
京
教
区
栄
閑
院
御
住
職
、
宮

入
諦
茂
先
生
を
お
迎
え
し
て
Ｑ
＆
Ａ
形
式

で
行
な
い
、
税
金
に
関
す
る
我
々
の
日
頃

の
率
直
な
疑
間
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
お
答
え
頂

い
た
。
こ
の

「引
声
」
研
修

会
、
税
務
講
習
会
は
、
今
後
も
各
々
年
二

回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
七
月
に
は
念
願
の
第

一
回

『少

年
少
女
帰
敬
会
』
を
厳
修
し
、
受
者
三
十

八
名
の
参
加
を
得
て
、
大

い
な
る
成
果
を

あ
げ
た
。
平
成
元
年
度
も
会
員

一
九
と
な

っ
て
の
会
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
た
い
。

◆
港
北
組
だ
よ
り

今
年
度
の
総
会
を
四
月
二
十
九
日
に
開

催
し
、
事
業
報
告
及
び
計
画
、△
ム
計
予
算
、

決
算
な
ど
現
会
員
全
員
で
審
議
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
し
い
事
業
と
し
て
、

「茶

道
」
の
研
修
を
開
始

い
た
し
ま
す
。
こ
の

日
本
の
伝
統
文
化
に
は
、
香
、
書
、
花
、

立
居
振
舞

い
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
若

い
僧

侶
が
心
得
る
べ
き
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
参
加
者
全
員
初
心
者
で
す
の
で

和
気
合
々
進
め
て
行
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
習
得
す
る
こ
と
を
通
じ
て
自
己
を

磨
く
と
い
う

の
が
ね
ら
い
で
す
。

神
浄
青

へ
の
参
加
活
動
と
共
に
、
当
会

に
と
り
ま
し
て
重
大
な
位
置
を
占
め
て
い

る
の
は
、
港
南
浄
青
と
の
家
族
親
睦
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
す
。
今
年
は
、
先
輩
会

員
を
招
待
し
て
、
第

一
〇
回
記
念
大
会
と

し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
力
を
挙

げ
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

会
員
の
状
況
は
、
十
代
の
若

い
諸
兄
が

続
々
と
浄
青
有
資
格
者
と
な

っ
て
ま

い
り

ま
し
た
。
親
し
み
の
あ
る
企
画
を
立
て
、

参
加
を
歓
迎
し
て
い
き
ま
す
。

◆
中
郡
組
だ
よ
り

中
郡
組
浄
青
会
は
こ
こ
数
年
会
員
が
増

し
て
来
た
こ
と
に
よ
り
、
諸
々
の
法
要

・

行
事
等

へ
の
参
加
や
組
内
で
の
活
動
が
積

極
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

会
員
の
年
令
が
比
較
的
近
接
し
て
い
る

こ
と
等
に
よ
り
纏
り
が
よ
く
活
動
的
に
な

っ
て
来
た
よ
う
で
す
。

中
郡
浄
青

の
活
動
と
し
て
昨
年
の
十

一

月
に
は
、
会
員
の
多
く
の
自
坊
が
十
夜
法

要
を
行
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
源
流
を
知

っ

て
お
こ
う
と
京
都
黒
谷
の
真
如
堂
に
参
詣

見
問
し
、
十
夜
法
要
の
宗
教
的
意
義
と
人

人
と
の
接
点
の
あ
り
方
に
つ
い
て
そ
の
体

要
を
学
ん
で
来
ま
し
た
◇
そ
し
て
本
年
度

は
会
員
各
位
よ
り
諸
々
の
法
式
や
仏
教
全

般
の
知
識
を
よ
り
深
め
よ
う
と
の
声
が
あ

が
り
、
今
現
在
は
そ
の
計
画
を
実
行
す
る

為
の
準
備
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
五
月
に
は
会
員
の
斉
藤
匡

念
君
が
晋
山
式
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
会

員

一
同
慶
び
と
共
に
尽
力
を

い
た
し
て
お

り
ま
す
。

◆
鎌
倉
組
だ
よ
り

昭
和
六
十
三
年
度
は
、
新
規
役
員
に
な

っ
て
の

一
年
目
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、

鎌
倉
組
浄
青
と
し
て
の
活
動
状
況
は
、
基

本
的
に
は
、
例
年
と
大
き
く
変
わ

っ
て
は

い
な
い
。

即
ち
、
鎌
倉
組
浄
青
活
動
の
二
本
柱
で

あ
る
、
港
南
組
と
の
法
式
研
修
会

（津
田

徳
翁
先
生
）

。
三
浦
組
と
の
歳
末
た
す
け

あ

い
托
鉢
が
、
昨
年
度
も
開
催
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ

一
応
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
、

で
き
た
と
思
う
。
更
に
、
こ
の
二
本
柱
に

加
え
て
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
山
崎
排

阿
上
人
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
の
、
引
声

研
修
会
が
、
港
南
組
と
の
共
催
で
、
二
回

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
引
声
研
修
会
は
、
鎌

倉
組
浄
青
活
動
の
新
た
な
柱
と
し
て
、
本

年
度
以
降
も
、
引
き
続
き
開
催
し
て
い
く

予
定
な
の
で
、
他
の
組
で
引
声
に
関
心
を

お
も
ち
の
方
に
も
、
大

い
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

会
員
の
近
況
と
し
て
は
、
昨
年
十
月
十

六
日
に
、
玉
木
弁
生
師
が
、
晋
山
式
を
厳

修
さ
れ
、
名
実
共
に
西
徳
寺
の
住
職
と
な

ら
れ
た
。
今
後
の
い
っ
そ
う
の
活
躍
を
期

待
し
た
い
。

◆
高
座
組
だ
よ
り

高
座
組
浄
青
は
前
年
度
と
同
様
、
組
独

自
の
活
動
が
実
施
で
き
ず
、
相
変
わ
ら
ず

の
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
県

・
組
浄

青
の
方
々
に
は
活
動
遅
滞
の
件
に
つ
き
、

ご
迷
惑
の
段
誠
に
申
し
訳
な
く
思

っ
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
の
会
員
数
は
現
在
の
と
こ
ろ
、

十
四
名
で
、
若

い
方
の
入
会
が
増
え

つ
つ

あ
る
訳
で
、
今
よ
り
以
上
に
活
気
が
あ
る

活
動
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

県
浄
青

へ
の
窓

口
と
し
て
真
源
寺
瀬
高

順
教
君
に
は
多
大
な
る
ご
苦
労
を
お
か
け

し
て
い
る
の
が
組
の
現
状
で
す
が
、
今
年

度
は
さ
ら
に
瀬
高
君
を
中
心
に
同
世
代
の

方
々
に
は
た
ら
き
か
け
て
、
計
画
的
に
交

流

・
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
く
よ
う
に
し

て
参
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

″
若
く
て
、動
け
る
人
″
を
中
心
に
活
動

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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沢
山
の
出
逢
い
に
包
ま
れ
た

リ
ア
ジ
ア
心
の
出
前
展
リ

港

暑

奥

田

昭

応

（金
台
寺
）

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
会
員
の
ュ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

奥
田
会
員
は
新
聞
等
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
月
九
日
よ
り
十
五
日
迄
の

一
週

間
、
我
が
金
台
寺
の
本
堂
を
会
場
に
し
て
、

『第

一
回
リ
ア
ジ
ア
の
心
出
前
展
リ
タ
イ

国
障
害
者
絵
画
展
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

堂
内
に
、
タ
イ
国
の
障
害
を
持

つ
五
歳
か

ら
二
十
五
歳
ま
で
の
人
達
が
描

い
た
絵
画

や
、
施
設
や
障
害
者
達
の
生
活
写
真
、
ア

ジ
ア
諸
国
の
刺
繍
や
染
物
、
パ
キ
ス
タ

ン

イ
フ
ガ
オ
族
の
木
彫
り
、
イ
ン
ド

・
ミ
テ

ィ
ラ
地
方
の
女
性
が
描
く
伝
承
的
な
民
族

絵
面
、
タ
イ

・
バ
ン
グ
ラ

・
イ

ン
ド

・
ネ

パ
ー
ル
を
歩

い
た
時

の
数
々
の
写
真
等
、

種
々
の
ナ

マ
の
生
活
に
関
連
す
る
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
カ
シ
ミ
ー
ル

地
方
の
民
族
音
楽
や
我
国
に
伝
わ
る
雅
楽

を
流
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
視
覚
的
に

『イ

ン
ド
心
の
旅
』
と

『イ
ン
ド

・
ミ
テ
ィ
ラ

地
方
に
伝
わ
る
民
族
画
』
の
ビ
デ
オ
を
交

互
に
使

い
ま
し
た
。
作
品
の
提
供
に
沢
山

の
方

々
が
協
力
し
て
頂
け
た
こ
と
に
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
出
前
展
を
開
催
す
る
き

っ
か
け
は
、

一
つ
に
は
、
私
自
身

の
中
で
次
の
理
解
を

見

つ
け
た
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
初
め
に
、

現
在
の
社
会

の
中
で
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

を
中
心
と
し
た
途
上
国

へ
の
関
心
が
膨
れ

上
る
な
か
で
、
ど
う
し
て
も
そ
の
感
情
は

悲
哀
を
伴
う
同
情
が
強
く
、
金
銭
的
援
助

は
す
る
が
何
等
根
本
的
解
決
の
糸
口
を
見

い
だ
そ
う
と
し
な
い
現
状
。
南
北
の
格
差

を
益
々
拡
げ
る
要
因
を
、
実
は
同
じ
日
本

人

（
企
業
を
中
心
と
す
る
）
が
作

っ
て
い

る
事
。
悲
観
的
に
見
れ
ば
本
当
に
救
援
を

必
要
と
し
て
い
る
民
族

・
国
々
が
あ
る
と

い
う
事
実
。
彼
ら
の
中
を
浮
浪
し
て
い
る

時
、
本
当
に
同
じ
人
間
な
ん
だ
な
あ
と
気

付

い
た
事
。
難
し
い
け
ど
そ
ん
な
事
で
す
。

子
供
達
に
話
し
を
す
る
時
、
理
屈
で
い

く
よ
り

「
も
し
あ
な
た
た
ち
が
そ
の
村

の

子
供
だ
っ
た
ら
…
」
と
い
う
場
面
を
設
定

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し

多
く
の
大
人
た
ち
が

「
ほ
ら
可
愛
想
ね
」

「あ
な
た
た
ち
は
幸
せ
よ
」
と
最
初
か
ら
別

世
界
に
子
供
達
の
想
像
力
を
も

っ
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
時
既
に
、
私
達
と

途
上
国
の
間
に
優
劣
を
作

っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

必
要
な
の
は
問
題
意
識
よ
り
、
先
ず
周

り
の
国
や
民
族

。
人
々
を
好
き
に
な

っ
て

も
ら
う

こ
と
で
す
。
途
上
国
に
も
凄
く
素

敵
な
財
産
が
あ
り
ま
す
。
青

い
空
、
澄
ん

だ
海
、素
朴
な
人
間
関
係
、村
の
暮
し

（助

け
合

い
や
共
同
生
活
）。
悲
惨
な
場
面
ば
か

り
見
せ
な

い
で
、
も

っ
と
き
れ
い
な
場
面

を
見
せ
て
あ
げ
て
は
し
い
と
思

い
ま
す
。

出
来
た
ら
、
生
活
の
中
で
親
と
子
が
、
素

直
な
関
心
の
中
で
会
話
し
理
解
し
て
く
れ

た
ら
と
思

い
ま
す
。
贅
沢
を
言
え
ば
ナ

マ

を
実
際
に
見
て
、
触
れ
て
く
れ
た
ら
も
っ

と
身
近
に
感
じ
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
，
私
達
日
本
人
を

含
め
て
全
て
の
人
々
が
求
め
、
必
要
と
し

て
い
る
も
の
は
決
し
て
余
る
ほ
ど
の
豊
か

な
物
質
で
は
な
く
、
人
々
の
暖
か
い
心
の

援
助

・
心
の
つ
な
が
り
な
の
で
は
な

い
で

し
ょ
う
か
。
（
か

っ
こ
よ
す
ぎ
る
か
な
）

こ
の
行
事
で
、
と
て
も
気
の
良

い
沢
山

の
人
達
に
逢
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
予
算

も
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
開
催
に

至
る
間
に
多
く
の
人
と
出
会

い
、
話
し
を

交
わ
す
中
で
ア
イ
デ
ィ
ア
と
、
作
品
を
寄

贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ス
タ

ッ
フ
も

一
人

二
人
と
集
ま

っ
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
成
田
正
雄
さ
ん

（車
椅
子
、
県

職
員
　
●
２
５
２
１
８
１
７
７
）
と
の
出

会

い
は
と
て
も
興
味
あ
る
ご
縁
で
し
た
。

「障
害
児
の
暖
か
い
豊
か
な
心
を
よ
り
多

く
の
方
に
見
て
も
ら
い
た
い
。
海
の
む
こ

う

の
知
ら
な
い
外
国
の
世
界
で
は
な
く
、

同
じ
地
球
に
住
む
仲
間
が
描

い
た
絵
を
、

少
し
で
も
見
て
く
れ
る
人
が
い
る
な
ら
絵

の
方
か
ら
出
か
け
て
い
け
ば
い
い
ピ
そ
ん

な
彼
と
意
気
統
合
し
て
今
回
の
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
た
わ
け
で
す
。

（
現
在
は
病
院
や

学
校
を
回

っ
て
い
ま
す
。）

『
お
寺

っ
て
結
構
面
白

い
所
で
す
よ
―
』

そ
ん
な
ノ
リ
で
色

々
や
る
中
で
、
沢
山
の

事
が
解

っ
て
き
た
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た

り
し
ま
す
。
同
じ
夢
や
問
題
意
識
を
持

つ

仲
間
に
も
め
ぐ
り
逢
え
ま
す
。
今
年
の
秋
、

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
や
り
ま
す
。
よ
か

っ

た
ら
、
誰
か

一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
。

協力して くれた皆さんと/左 :奥田会員

111)
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新 入 会 紹 介貝

,巷京 浜 組

鎌 倉 組

鸞

｝

渋谷隆信 (シ ブヤリュウシン)S31.13生
三宝寺 〒221 横浜市神奈川区台町 7-1

TEL 045-322-1713

加行成満 S52.3.  血液型 A+

切 り取 って、浄青手帳 (名 簿)に 貼 って下さい 一一

南 組

井上行彦 (イ ノウエユキヒコ)S42.8.9生

願行寺 〒235 横浜市磯子区中原町21312
TEL 045-771-3968

加行成満 S6312. 血液型 O

三 浦 組

進藤法雄 (シ ンドウホウユウ)S411029生
無量寺 〒24001 横須賀市長坂 4-21-18

TEL 0468-56-0758

加行成満 S63.12. 血液型 A

小野善雄 (オ ノゼンユウ)S42.10.24生

千光寺 〒254 横浜市金沢区東朝比奈137-1

TEL 045-781-4652
加行成満 S6312. 血液型 0

中 郡 組

(サ イトウリョウテン)S38326生
〒254 平塚市平塚 3-5-23
TEL 0463-32-7676

血液型 ○

■
一一―、
「

私が 真光 です

森本キヤメラマンの

こんなん

見つけましたケド

||■
伸顔餞臨。

|■

i`『

ア

ラ
「

‐

ロ

::

会長怒って、子供泣 く ―金沢母子寮にて 一

僕、永原っていうんだ″
― 15周年記念懇親会にて 一あえて語らず ―世界真光文明教団にて 一
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し1けけい夕議就゙す
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1989.11.25
9:00
17:00

OPEN
CLOSE
PLACE

FEE

KOHMYO」 :…丁EMPLE
6‐ 17‐ 19 ZAIMOKUZA,KAMAKURA
Tel.0467-22-0603

¥5,000
浄土宗神奈川教区青年会
浄土宗神奈川教区・大本山光明寺
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催

援

主

後

Ｒ
Ｉ

や

ぶ

ざ

，

Ｓ

Ｐ

Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｓ

Ｓ

ｅ

Ｓ

ｓ

Ｐ

ｓ

ｓ

ｃ

ｓ

編
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後

記

ヽ

ド

ヽ

§

∫

早
い
も
の
で
、
あ

っ
と
い
う
間
に

『浄

青
神
奈
川
』
発
行
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

企
画
よ
り
原
稿
依
頼
、
期
限
を
す
ぎ
て

も
中
々
集
ら
な

い
原
稿
に
、
予
定
通
り
進

ま
な
い
状
態
が
続
き
、
怒
声
の
交
わ
る
編

集
会
議
の
連
続
で
し
た
。
例
年
よ
り
、
少

し
軽
め
か
と
思

い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作
り
を
目
指
し
て
見

ま
し
た
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
又
本
紙
発
行
に
関
し
ま
し
て
、
良
忠

寺
様
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
こ
と
を
併
わ
せ
て
申
し
添
え
ま
す
。

（Ｍ
）

安
心
の
安
と
い
う
字
は
、
家
の
中
に
女

と
書
く
。
家
の
中
に
女
が
い
る
と
い
う
の

は
心
が
安
ま
る
と
い
う
意
味
で
す
。
し
か

し
、
安
は
、
ヤ
ス
イ
と
も
読
め
る
の
で
す
。

こ
れ
は
、
外
で
飲
む
よ
り
、
家
で
飲
め
ば

値
段
も
安
く
て
心
も
安
ま
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

つ
ま
り
女
が
い
る
と
い
う
の

は
重
要
な
意
味
を
も

つ
の
で
す
。
浄
青
女

性
会
員
大
募
集
し
ま
す
。

（独
身

の
Ｎ
）

浄
青
バ
ン
ザ
イ
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
神

奈
川
浄
青
の
ぬ
じ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
ガ

ン
バ
リ
ま
す
。
皆
様
も
ど
う
ぞ
今
後
の
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
そ
う
で
す
。
私

は
い
っ
た
い
誰
で
し
ょ
う
。
　

（
Ｎ
）

Ｎ
の
独
身
が
う
ら
や
ま
し
い
　

（
Ｎ
）


